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C－75   々 ?･ こa:り蕩^ に関 する% 払 的研 丸

一 琉行It 関 し-I 讐問知 こあ らわ札K え、3 の問題に つい てー-

央圭々? 撒友 勅 必　o 今 濠 伴丿　有 野静疋

目的　 走行に闇 ず* 謹 劃 ま、紅鳶･し理 学、 丈化心理f  心立梅r 行われ-i いi  *べ`、胤

がいい^  ヽ さまぎ` 3 の永什、修隻 、地 味 な`ど）’問題 となる。 同時に、琉行に関･ごをV` す

るにヽヽに 、に悶チI. 対 象）の人希、V  らびに本人 の人藤 を無視 すi   こと(t z" ? い へ。

i   rこヵら てえ 行は人的 、掬的コ ミ3、ニグーショ ン の裂栃 が゙一篁零な孝R    i  考えられJ  ．

i [z 、時べの雄移（こJT  -i 変化が徒行を乏菟 さtt る二、とにa- る 。琉行をいか｛こ受容する

ヵヽは、'i ・･人^  さ曹3" a なヽ ヽヽ理 にi  るも 岬I" あi  。手研 免ぼ、 こ^  よう'j-M£､|い･ ら,

肢装 いり でにつぃ-I の･ヽ y理的側面 を?己蓬 すゐこk  (; i ・ マ、被 版構坂支習指 津上り參

考iX す ふi> -）で`画 ゐ。

方玖　丿 嗅｝j ･･･らな いt 問然 を浄ベレ 多故逢状璃hi  び`自由記入 為によ・ て調 赴

丿 こ・ 対 象1? 哭立す ｝短人家政科 営i. i/え芯■川 丈升'?  包心 ク石、およi^' 曰本々^ 衛

1 娃 丸営^ ノバ 名.   神余り* 対 人ず3--iﾀゑ-   肘7 の ゑ であ い

､暗影　調査。結素 に蒼っ゙ さ、T 記･こ斤､t 三つ<  ̂項§ に態度 して考旅をレ 鷺干の膏

対 を降r; 口I-執告すら

I） 康 行にn ＼ ･c･をVヽ7 影響^i れu 頷f

i） 流 行を妨 合する則 人参冶

、　リ　服装 とパ ー｀ﾉT 1   T -i

C －76   婦 人 の下間 雅害者 におけ る被 服 の実態 について(2)

広 猫女 子大 月ヽ 池 芙枝 子 安 田女浮短 大O 沼田鈴 子

目的 下肢 の障 害に よる義肢の装職責 咸 正 常な者に叱 して曰常 生活行 駄 監に，大

きな問 題 ぶある。障 者者 をとり必，こt 環境 を改咎 しリ 士会生活における塚自由 さV 減

ずることは，福祉 面}Z重要 なことで ある。住居 ，聚 碍。交通 関･z つい ては，その改

費ぶどり為げら此でい るぺ 最 も身泣な瑳 境 とみら 帆ぷ被服面の改悪･2 ついて1も 蓬

かな報 告しかなしヽ 。そ こ-c゙婦メ で3  ■ ^ 痕 。下阪障老者 を対象ら 尼必次ま活 之調査

し改碁へ の手ぶかリ之得 たいと考 えre バ

ひご続 き検討 した緒 果 念願 告 する。

力 法 広 島県 下に柏 主の勁 戈μよ 剛 胆 賎 装若者 のらち3 ・察蔵 を対象 に謳査 を

おこなう 。調 査地 ぢ は匍 欧減 暇の装若状況 についてタ項 軋 よ莉 。ギ衣の伎 刑状況/ タ

項 珂‥ 履物についてｸ 項 目 である 男 浪1-+ 面接流 乙郵 送 汰^ レ 期 朝 は孫^ 畔μﾉｸ 月

より昭和げ 郊 心月 まざとする.
   I-

らに日 需ま活 に多く 着用 するスカ ート も パ ンタロ

ンの構 造につしヽて改 良 をここ ろみ。若用魏 祭セおこなう 。

錆晟 調 査対 象銘名呻回収は3ﾀ 名である。聡 生活調査からパ ンタロ ンの便則着ぶび

ぢ札 その偶成 の改 浸につい ての要望 が多しヽ 。 下腿部l 切 断 した義 肢装殖者,2 つ いて ，

パ ンタロ ン之製作 し，着用実験 より, 膝関 部位 とパ ンタロ ン の域融 状態 Ｑ よ３下肢

浬動機能 への影響 にっしヽ -ての類題 亘 をみしヽだ した。 すな わち衣 服の構 溢と凛切 なゆと

') 1' もっ被覆状 甦 は，義肢装貝 の補胎 妁役割 をすｉ とい らこと■t'ある.   また義肢・改

良点 のい とぐちきみ（ とヽ し, 巻心地 のよい 双既 条件 の一部・ まとのるこz が` でさた 。


